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『FUTURE DESIGN』vol.41に対するご感想をお寄せく
ださい。抽選で10名様に、徳島県の伝統工芸品である阿

あ わ あ い

波藍
のテーブルセンター（32×48cm）とコースター（10×10cm）
をお送りします。
このテーブルセンターとコースターは、阿波友禅工場が手染
めしたもので、同工場には県内にも数えるほどしかいない
阿波正

しょうあい

藍しじら織藍染伝統工芸士が在籍しています。使われ
ている素材はいずれも綿で、昔ながらの藍染の伝統技法を使
って段染めされています。
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毎年恒例の未来エレベーターコンテスト。
今回、栄えある最優秀賞を受賞したのは、
ドイツ・フランクフルトを念頭に置いて提
案された「Vertical Hydrogen City」で、
これは、将来普及している燃料電池自動車
用の水素ステーションの拠点になり、高齢者
にも配慮された垂直都市です。リサーチ力、
総合提案力、ビジュアルなど、審査項目全
般にわたって高く評価され、今号の表紙は
この作品の美しいビジュアルがモチーフに
なっています。

vol.41　2015

アンケートにご協力ください

【表紙解説】

地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。
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 宇宙食はここまで進化した！
14-15 連載●がんばる地方都市
 第5回

 徳島県名西郡神山町　

  16 新連載●おもて菓子
 第1回

 木頭ゆずのケーキ
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●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、E-mailでご意見をお送りください。
以下のWebページ内にあるフォームからご意見をお寄せいただく
ことも可能です。
https://www.toshiba-elevator.co.jp/SSL/camp/campaign.
jsp?pk=1422238801419

●締め切り
2015年5月31日到着分まで有効。
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、
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・
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。
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８
９
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。
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築
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士
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た
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ど
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書
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代
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未来のエレベーター・エスカレーターの形を学生から募る「未来エレベーターコンテスト」は、今年で 8回目
を迎えた。今年のコンテストでは「地域を活性化する、社会に優しい未来の建築と交通」をテーマに掲げ、
2035年に地域が直面している課題の解決とその活性化に寄与する、未来の建築と交通システムに関する
アイデアを募集した。誌上では、審査員に提案内容を評価された受賞作品を紹介する。

 特 集 ● 交 通 と 都 市 の 未 来 形

第8回 未来エレベーターコンテスト 2014

「地域を活性化する、
社会に優しい未来の建築と交通」
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加々美 理沙さん  かがみ・りさ
東京大学大学院

【
作
品
解
説
】

　

２
０
３
５
年
、
ド
イ
ツ
は
日
本
と
同
様

に
高
齢
化
社
会
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
一

方
で
、
自
動
運
転
可
能
な
燃
料
電
池
自
動

車
も
大
幅
に
普
及
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、そ
の
ド
イ
ツ
・
ヘ
ッ

セ
ン
州
最
大
の
都
市
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

交
通
の
要
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
、

燃
料
電
池
自
動
車
の
た
め
の
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
拠
点
に
な
り
、
高
齢
者
に
も
配

慮
し
た
垂
直
都
市「
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ｉ
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ｙ
」を
提
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す
る
。

　

同
心
円
状
の
フ
ロ
ア
の
外
側
部
分
は
外

部
交
通
シ
ス
テ
ム
と
リ
ン
ク
し
て
お
り
、

外
か
ら
入
っ
た
燃
料
電
池
自
動
車
は
、
そ

の
ま
ま
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
各
フ
ロ

ア（
商
業
・
オ
フ
ィ
ス
・
住
居
等
）ま
で
垂
直
移

動
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
交

通
渋
滞
を
避
け
る
た
め
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

上
昇
と
下
降
で
対
に
な
っ
て
お
り
、
20
階

と
40
階
に
あ
る
水
平
回
転
装
置
で
通
行
整

理
さ
れ
る
。
車
体
の
移
動
が
で
き
る
レ
ー

ル
部
分
は
鋼
材
で
で
き
て
お
り
、
建
物
の

構
造
材
と
し
て
の
働
き
も
備
え
て
い
る
。

ま
た
、
地
下
に
は
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

地
下
駐
車
場
が
設
置
さ
れ
、
最
上
階
に
は

高
さ
２
０
０
ｍ
の
展
望
台
の
あ
る
屋
上
庭

園
が
あ
り
、市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
。

　

将
来
的
に
は
こ
の「
Ｖ
ｅ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
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Ｈ
ｙ
ｄ
ｒ
ｏ
ｇ
ｅ
ｎ 

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
」を
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
異
な
る
タ
イ
プ

の
建
築
が
、
世
界
各
地
に
誕
生
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
。

Vertical Hydrogen City
ヴァーティカル・ハイドロジェン・シティ

出典：http://www.netinform.net/H2/H2Stations（下段左から2番目の図）
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今村 創平氏
ドイツの状況を丁寧に調査し、超高層ビル
に応用した総合提案力は高く評価されます。
超高層ビルと都市交通を連続させ、高齢者に
配慮した自動走行ユニットの仕組みも、この
コンテストの趣旨に沿っています。

辛島 恵美子氏
東京オリンピックを控え、水素ステーション
などのインフラが整備され始めるなか、本
作品は絶好のタイミングで提案されました。
想定地がフランクフルトだった点も、日本に
は刺激的だったと評価します。

田中 浩也氏
単独のビルだけを計画するのではなく、全体
をネットワークとして構想している点を高
く評価します。リサーチに始まり、デザイン
に落とし込むまでの密度が濃く、ビジュアル
もきれいにまとまっています。

谷口 守氏
本提案は、従来鉛直方向の移動を担っていた
エレベーターの機能と長所をそのまままち
なかに広く展開するもので、未来のまちづく
りに求められる要件が的確に表現されてい
る点を高く評価しました。

吉次 達夫
自走式のエレベーターをメインにすえて内
容が展開されている点をまず評価しました。
細かくリサーチしている点にも感心しました
し、ビジュアル面でも優れていると思います。

審 査 員 講 評

【
受
賞
者
コ
メ
ン
ト
】
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あ
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す
。
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。
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Vertical Hydrogen Cityバリアフリーな擁壁エレベーターによる斜面住宅地の未来

ヴァーティカル・ハイドロジェン・シティ

出典：http://www.netinform.net/H2/H2Stations（下段左から2番目の図）

受賞作品

加々美さん

【
作
品
解
説
】

　

長
崎
市
東
山
手
町
は
、急
峻
な
坂
と
、ま
ち
の
随
所
に
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
整
っ
た
石
擁
壁
が
あ
る
こ
と

で
有
名
な
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、こ
の
地
域
に
住
む
人
々
の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、古
い
斜
面
住
宅

に
住
む
人
々
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
ま
ち
な
か
に
は
現
在
、斜
行
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い

る
が
、景
観
を
害
し
て
い
る
ば
か
り
か
、短
期
的
な
更
新
を
繰
り
返
す
た
び
に
大
規
模
な
工
事
が
必
要
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
大
地
の
回
廊
と
し
て
提
案
す
る
の
が
、世
紀
を
超
え
て
住
み
継
ぐ
た
め

の
擁
壁
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
ま
ち
な
か
に
数
多
く
あ
る
擁
壁
の
内
部
の
土
を
取
り
除
い
た
う
え
で
設
置
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
高
低
差
に
よ
る
弊
害
を
な
く
し
、
ま
ち
の
各
所
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
縦
の
動
線
を
つ
く
る
。

ま
た
、敷
地
内
に
緩
や
か
な
ジ
グ
ザ
グ
の
斜
路
ス
ロ
ー
プ
を
つ
く
り
、車
い
す
で
も
昇
降
可
能
な
道
筋
を

確
保
す
る
。
さ
ら
に
、擁
壁
に
囲
ま
れ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
ス
ロ
ー
プ
は
、災
害
時
に
公
園
ま
で
の
動
線

と
し
て
活
用
で
き
る
。
擁
壁
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
、東
山
手
町
は
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
斜
面
住

宅
の
ま
ち
に
生
ま
れ
変
わ
る
だ
ろ
う
。

【
受
賞
者
コ
メ
ン
ト
】

　

私
は
大
学
で
建
築
や
ま
ち
づ
く
り
を
専
攻
し
て
お
り
、今
回
は
、エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
ど
ん
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
の
か
を
提
案

し
ま
し
た
。
想
定
し
た
地
域
は
、私
の
出
身
地
で
、斜
面
住
宅
地
の
長

崎
市
東
山
手
町
で
す
。
擁
壁
に
囲
ま
れ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
ス
ロ
ー

プ
を
つ
く
る
こ
と
で
、
災
害
時
に
も
活
用
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な

動
線
を
つ
く
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

原田さん

擁
ようへき

壁を紡
つむ

いだまち
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【
作
品
解
説
】

　

有
明
海
に
面
す
る
佐
賀
県
太
良
町
は
、
満
干
の
潮
位
差
が
大
き
い
時
で
５
ｍ
以
上
に

も
な
る
町
で
、こ
の
潮
力
か
ら
得
ら
れ
る
力
は
絶
大
で
あ
る
。
一
方
、水
道
管
の
老
朽
化

問
題
も
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
、
将
来
の
大
規
模
な
水
道
管
の
交
換
時
期
に
合

わ
せ
、
水
道
管
お
よ
び
配
水
管
の
水
圧
を
利
用
し
た
土
地
の
昇
降
シ
ス
テ
ム
が
考
え
ら

れ
る
。

　
「
Ｂ
ｕ
ｏ
ｙ
ａ
ｎ
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
」で
は
、Ａ
と
Ｂ
の
２
つ
の
シ
ス
テ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
は
水
道
管
の
水
圧
を
利
用
し
た
移
動
シ
ス
テ
ム
で
、
管
内
に
管
と
ほ
ぼ
同
径
の
円
盤

を
配
置
し
、移
動
体
と
円
盤
を
ひ
も
で
つ
な
ぎ
、水
圧
に
よ
っ
て
移
動
体
を
動
か
す
。
Ｂ

は
浮
き
と
歯
付
き
棒
か
ら
な
る
昇
降
シ
ス
テ
ム
で
、
そ
れ
を
昇
降
し
た
い
部
分
の
下
に

配
置
し
、潮
位
差
を
利
用
し
て
上
下
さ
せ
る
。
２
つ
を
複
合
的
に
用
い
る
こ
と
で
、山
間

部
に
あ
る
畑
を
移
動
さ
せ
て
、
冬
の
日
照
時
間
の
最
大
化
や
冬
季
霜
対
策
に
活
用
し
た

り
、
豪
雨
時
に
水
田
を
傾
け
て
配
水
量
を
調
節
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
各
家
の
基

礎
部
に
シ
ス
テ
ム
を
配
置
す
れ
ば
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
機
能
す
る
な
ど
、
農
業
以
外
の

利
用
範
囲
も
広
い
。

【
作
品
解
説
】

　

東
北
地
方
の
豪
雪
地
帯
で
は
、雪
に
よ
る
事
故
・
障
害
が
多
数
発
生
し
て
お
り
、２
０

３
５
年
に
は
、人
口
減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
、こ
の
問
題
が
一
層
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
想
定
し
た
の
は
、
東
北
の
な
か
で
最
も
人
口
減

少
と
高
齢
化
が
進
む
秋
田
県
北
秋
田
市
で
あ
る
。
こ
こ
に
雪
対
策
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
、
雪
を
回
収
し
て
移
動
さ
せ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
「
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
」

を
設
置
す
る
。

　
「
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
」は
、堅
牢
な
骨
格
と
使
用
温
度
範
囲
が
極
め
て
高
い
ポ

リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
の
パ
ネ
ル
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、高
さ
の
調
節
、面
積
の
変
更
が
可
能

で
あ
る
。
こ
の
装
置
は
雪
を
遮
蔽
す
る
機
能
と
回
収
す
る
機
能
を
備
え
、
回
収
さ
れ
た

雪
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
、
公
共
設
備
や
一

般
家
庭
の
電
気
と
し
て
供
給
さ
れ
る
。ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
は
温
度
差
を
利
用
し
た

熱
機
関
で
あ
り
、熱
効
率
も
高
く
、排
ガ
ス
も
ク
リ
ー
ン
で
あ
る
。
ま
た
、保
管
室
の
雪

は
夏
場
ま
で
長
期
保
存
さ
れ
、パ
イ
プ
を
利
用
し
て
建
築
内
の
冷
房
に
も
活
用
さ
れ
る
。

【
作
品
解
説
】

　

現
代
の
日
本
の
都
市
空
間
は
土
地
が
少
な
い
た
め
、建
物
は
上
に
伸
び
る
し
か
な
く
、

そ
れ
を
つ
な
い
で
い
る
の
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
、従
来
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
移
動
機
能
が
優
先
さ
れ
て
お
り
、閉
鎖
的
で
、空
間
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
空
間
構
成
の
ひ
と
つ
に
組
み
込
も
う
と
い
う
発
想
で
考
え

た
の
が
、建
物
の
壁
を
自
由
に
動
か
せ
る「
ｍ
ｏ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ 

ｓ
ｋ
ｉ
ｎ
」シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、壁
が
上
が
る
こ
と
で
地
上
に
風
を
も
た
ら
し
、地
域
住
民
の
憩

い
の
場
や
子
ど
も
の
遊
び
場
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
壁
が
下
が
る
こ
と
で
地
上
が
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
空
間
と
な
り
、２
階
部
分
に
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、住
宅
に
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、日
常
空
間
の
持
つ
表
情
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
、

駅
で
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
時
間
帯
に
応
じ
て
キ
オ
ス
ク
を
自
由
に
移
動
で
き
る
。
こ

の
よ
う
に「
ｍ
ｏ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ 

ｓ
ｋ
ｉ
ｎ
」シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、都
市
は
動
く
空
間
を
獲
得

し
、人
々
は
そ
こ
で
自
ら
空
間
を
生
み
出
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

審 査 員 賞

桑原 宏介さん  くわはら・こうすけ
（東京工業大学大学院）

小俣 森生さん  おまた・もりお
（多摩美術大学）

神戸 隆英さん  かんべ・たかひで
（東京理科大学）

瀬戸 識さん  せと・さとし
（早稲田大学）

丸山 鉄朗さん  まるやま・てつろう（東京工芸大学）
高良 大樹さん  たから・だいき（同）
LIVERT LIM TJUN IKEさん   

りばーと・りん・じゅん・いー（同）

星野 良太さん  ほしの・りょうた（同）
東海林 健太さん  しょうじ・けんた（同）
加藤 舞さん  かとう・まい（同）
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【
作
品
解
説
】
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佐
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位
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が
大
き
い
時
で
５
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以
上
に
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で
、こ
の
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か
ら
得
ら
れ
る
力
は
絶
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で
あ
る
。
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方
、水
道
管
の
老
朽
化

問
題
も
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
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そ
こ
で
、
将
来
の
大
規
模
な
水
道
管
の
交
換
時
期
に
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わ
せ
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道
管
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配
水
管
の
水
圧
を
利
用
し
た
土
地
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昇
降
シ
ス
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は
水
道
管
の
水
圧
を
利
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し
た
移
動
シ
ス
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で
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管
内
に
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と
ほ
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同
径
の
円
盤

を
配
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し
、移
動
体
と
円
盤
を
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も
で
つ
な
ぎ
、水
圧
に
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っ
て
移
動
体
を
動
か
す
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は
浮
き
と
歯
付
き
棒
か
ら
な
る
昇
降
シ
ス
テ
ム
で
、
そ
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を
昇
降
し
た
い
部
分
の
下
に

配
置
し
、潮
位
差
を
利
用
し
て
上
下
さ
せ
る
。
２
つ
を
複
合
的
に
用
い
る
こ
と
で
、山
間

部
に
あ
る
畑
を
移
動
さ
せ
て
、
冬
の
日
照
時
間
の
最
大
化
や
冬
季
霜
対
策
に
活
用
し
た

り
、
豪
雨
時
に
水
田
を
傾
け
て
配
水
量
を
調
節
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
各
家
の
基

礎
部
に
シ
ス
テ
ム
を
配
置
す
れ
ば
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
機
能
す
る
な
ど
、
農
業
以
外
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利
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範
囲
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作
品
解
説
】

　

東
北
地
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の
豪
雪
地
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で
は
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に
よ
る
事
故
・
障
害
が
多
数
発
生
し
て
お
り
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年
に
は
、人
口
減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
、こ
の
問
題
が
一
層
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
想
定
し
た
の
は
、
東
北
の
な
か
で
最
も
人
口
減

少
と
高
齢
化
が
進
む
秋
田
県
北
秋
田
市
で
あ
る
。
こ
こ
に
雪
対
策
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
、
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を
回
収
し
て
移
動
さ
せ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
「
Ｓ
Ｎ
Ｏ
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Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
」

を
設
置
す
る
。

　
「
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Ｏ
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Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
」は
、堅
牢
な
骨
格
と
使
用
温
度
範
囲
が
極
め
て
高
い
ポ

リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
の
パ
ネ
ル
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、高
さ
の
調
節
、面
積
の
変
更
が
可
能

で
あ
る
。
こ
の
装
置
は
雪
を
遮
蔽
す
る
機
能
と
回
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す
る
機
能
を
備
え
、
回
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さ
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た
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は
ス
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ー
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エ
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ジ
ン
に
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て
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ル
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ー
に
変
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さ
れ
、
公
共
設
備
や
一

般
家
庭
の
電
気
と
し
て
供
給
さ
れ
る
。ス
タ
ー
リ
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グ
エ
ン
ジ
ン
は
温
度
差
を
利
用
し
た

熱
機
関
で
あ
り
、熱
効
率
も
高
く
、排
ガ
ス
も
ク
リ
ー
ン
で
あ
る
。
ま
た
、保
管
室
の
雪

は
夏
場
ま
で
長
期
保
存
さ
れ
、パ
イ
プ
を
利
用
し
て
建
築
内
の
冷
房
に
も
活
用
さ
れ
る
。
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作
品
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】

　

現
代
の
日
本
の
都
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空
間
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が
少
な
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た
め
、建
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は
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に
伸
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し
か
な
く
、
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を
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で
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る
の
が
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あ
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し
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し
、従
来
の
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て
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り
、閉
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的
で
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と
の
つ
な
が
り
を
持
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な
い
。
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で
、
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を
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の
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に
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発
想
で
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ｎ
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テ
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の
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で
は
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が
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る
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に
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域
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の
憩
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の
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や
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遊
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す
る
。
ま
た
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る
こ
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で
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が
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
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と
な
り
、２
階
部
分
に
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ス
ペ
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を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、住
宅
に
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、日
常
空
間
の
持
つ
表
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に
変
化
が
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ら
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れ
、
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用
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は
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を
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に
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よ
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は
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表
彰
式
で
の
作
品
解
説

　

表
彰
式
は
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ 

取
締

役
執
行
役
員
上
席
常
務 

統
括
技
師
長

の
吉
次
達
夫
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
で
始

ま
っ
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
「
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
今
年
の

テ
ー
マ
は
難
し
か
っ
た
気
も
し
ま
す

が
、
結
果
的
に
は
面
白
い
作
品
が
数

多
く
集
ま
り
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト

は
今
年
で
８
回
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

今
後
も
テ
ー
マ
や
応
募
方
法
を
考
え

て
さ
ら
に
活
性
化
し
、
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

そ
の
後
、
受
賞
者
に
は
、
吉
次
の

手
か
ら
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
手
渡

さ
れ
た
。

　

例
年
は
こ
れ
で
表
彰
式
が
終
了
す

る
の
だ
が
、
今
回
は
、
受
賞
者
自
身
が
、

会
場
で
作
品
を
解
説
す
る
と
い
う
新

し
い
試
み
が
加
え
ら
れ
た
。
や
や
緊

張
気
味
の
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
、

受
賞
者
は
各
自
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

に
対
し
て
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
た
。

出
席
し
て
い
た
審
査
員
か
ら
、「
も
し

審
査
会
の
席
上
で
こ
の
説
明
が
な
さ

れ
て
い
た
ら
、
作
品
に
対
す
る
印
象

は
変
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
」

と
の
発
言
も
聞
か
れ
る
ほ
ど
、
受
賞

者
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
印
象

深
か
っ
た
。

出
口
敦
氏
に
よ
る
記
念
講
演

　

表
彰
式
の
会
場
で
は
続
い
て
、
東

京
大
学
大
学
院 

新
領
域
創
成
科
学
研

究
科 

社
会
文
化
環
境
学
専
攻 

教
授

の
出
口
敦
氏
に
よ
り
、「
未
来
都
市

の
構
想
と
都
市
の
未
来
学
」と
題
す

る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
以
下
は

そ
の
講
演
要
旨
で
あ
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
、
様
々
な
未
来
都
市

構
想
が
、
様
々
な
人
に
よ
っ
て
考
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
構
想
が
そ

の
ま
ま
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
未
来
都
市
を
構
想

す
る
こ
と
が
刺
激
と
な
り
、
そ
の
後

の
都
市
計
画
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
未
来
都
市

を
考
え
る
場
合
、
そ
の
な
か
で
も
交

通
技
術
は
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
交
通
シ
ス
テ

ム
は
、
コ
ス
ト
や
使
い
方
の
問
題
等

が
あ
る
た
め
、
実
際
に
普
及
さ
せ
る

の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
実
験

都
市
の
よ
う
な
場
を
使
っ
て
試
し
て

み
る
こ
と
で
す
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま

で
見
え
て
い
な
か
っ
た
問
題
点
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
解
決

し
て
い
く
な
か
で
、
実
用
化
へ
の
糸

口
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
」

　

こ
う
語
っ
た
あ
と
、
出
口
氏
は
、

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
理
想
都
市
か
ら
最

近
の
宇
宙
や
深
海
の
未
来
都
市
ま
で
、

こ
れ
ま
で
人
類
が
描
い
て
き
た
未
来

都
市
構
想
の
歴
史
を
駆
け
足
で
た

ど
っ
て
み
せ
た
。
そ
し
て
最
後
に
、

「
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
課
題
を
技
術

の
力
で
解
決
す
る
と
こ
う
な
る
と
い

う
姿
を
提
示
し
て
み
せ
る
の
が
、
都

市
の
未
来
学
の
持
つ
役
割
で
す
」
と

語
り
、
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

作品を解説する受賞者 受賞者の皆さん講演する出口敦氏

２
０
１
４
年
12
月
５
日
、
東
芝
府
中
事
務
所
で
は
未
来
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
受
賞
者
は

列
席
し
た
多
く
の
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
社
員
の
前
で
、
祝
福
の

拍
手
を
受
け
た
。
ま
た
、
終
了
後
に
は
東
京
大
学
大
学
院 

新
領
域
創
成
科
学
研
究
科 

教
授
の
出
口
敦
氏
に
よ
る
記
念

講
演
が
行
わ
れ
た
。

記 念 講 演表 彰 式 と

左から瀬戸さん、小俣さん
（右上は神戸さん）

桑原さん
前列：左から東海林さん、高良さん
後列：左から星野さん、加藤さん、

LIVERTさん、丸山さん
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リ
サ
ー
チ
に
基
づ
い
た

提
案
内
容

　

こ
こ
数
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
内
容

を
見
て
み
る
と
、
開
始
当
初
に
見
ら

れ
た
、
と
て
も
実
現
で
き
そ
う
に
な

い
空
想
の
世
界
を
描
い
た
作
品
は
、

徐
々
に
減
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
と
は
対
照
的
に
次
第
に
増
え
て

き
た
の
が
、
し
っ
か
り
し
た
リ
サ
ー

チ
に
基
づ
く
提
案
で
あ
る
。
技
術
的

に
は
問
題
の
あ
る
個
所
が
ま
だ
多
い

も
の
の
、
も
し
あ
る
時
点
で
ブ
レ
イ

ク
ス
ル
ー
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
実

現
可
能
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
せ
る

作
品
が
増
え
て
き
て
い
る
の
は
、
頼

も
し
い
限
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

辛
島
氏
の
次
の
言
葉
に
端
的
に
表
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
「
以
前
は
突
拍
子
も
な
い
提
案
が

あ
り
ま
し
た
が
、今
回
は
、２
０
３
５

年
と
い
う
現
実
味
を
帯
び
た
近
未
来

に
対
す
る
提
案
を
求
め
た
こ
と
も
あ

り
、
高
齢
化
社
会
対
策
な
ど
、
あ
る

意
味
、
私
の
な
じ
ん
で
い
る
領
域
に

近
い
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
近
い
将

来
起
こ
り
う
る
現
実
を
よ
く
把
握
し
、

部
分
的
に
は
実
際
に
使
え
そ
う
な
提

案
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
」

　

こ
の
コ
メ
ン
ト
は
、
谷
口
氏
の
次

の
発
言
と
も
呼
応
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
「
今
年
の
テ
ー
マ
は
、私
自
身
の
専

門
と
も
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
の

で
、
非
常
に
興
味
深
く
応
募
作
品
を

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各

提
案
を
見
る
と
、
実
際
に
社
会
の
側

か
ら
の
要
請
が
反
映
さ
れ
て
い
て
、

メ
カ
ニ
カ
ル
な
点
で
も
、
提
案
内
容

か
ら
さ
ら
に
広
げ
ら
れ
る
可
能
性
を

感
じ
ま
し
た
。
私
は
、
具
体
的
な
地

域
を
設
定
し
て
応
募
し
て
も
ら
う
方

法
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
地
に

足
が
つ
き
、
実
現
可
能
性
の
高
い
提

案
内
容
も
多
く
、
様
々
な
タ
イ
プ
の

提
案
が
あ
る
も
の
だ
と
自
分
自
身
の

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
こ
れ

か
ら
の
研
究
に
つ
な
が
り
そ
う
な
ア

イ
デ
ア
も
豊
富
に
い
た
だ
け
た
と

思
っ
て
い
ま
す
」

コ
ン
テ
ス
ト
の
持
つ
方
向
性

　

以
前
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
り

合
っ
た
学
生
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て

応
募
し
て
き
た
例
が
あ
っ
た
が
、
今

回
も
大
学
や
学
部
が
異
な
り
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し
て

参
加
し
た
チ
ー
ム
が
見
ら
れ
た
。
そ

回
を
重
ね
て
第
８
回
と
な
っ
た
今
年
は
、高
齢
化
対
策
を
視
野
に
入
れ
、
地
に
足
の
つ
い
た
作
品
が
数
多
く
集
ま
っ
た
。

作
品
を
選
び
終
え
た
審
査
員
は
、
座
談
会
で
、
今
回
の
応
募
作
品
の
傾
向
と
コ
ン
テ
ス
ト
の
方
向
性
に
つ
い
て

語
り
合
っ
た
。

空
想
か
ら
、よ
り
現
実
感
を
伴
っ
た
未
来
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ

審 査 員 座 談 会

Round-
Table Talk審査員メンバー
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れ
が
可
能
な
の
は
、
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
の
持
つ
独
自
性
に
あ
る
。
そ
の
点

に
つ
い
て
、
今
村
氏
は
次
の
よ
う
に

述
べ
た
。

　
「
建
築
系
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
は
、

一
般
的
に
、
建
築
専
攻
の
学
生
し
か

応
募
し
ま
せ
ん
。
一
方
、
こ
の
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
機
械
的
な
考
察
や
技
術

的
な
ア
イ
デ
ア
、
社
会
的
な
課
題
に

対
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
提
案
さ

れ
る
な
ど
、
多
角
的
な
視
点
を
提
案

内
容
に
盛
り
込
め
る
コ
ン
ペ
で
す
。

そ
の
う
え
で
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
横

断
的
な
形
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
応
募

し
て
く
る
点
が
面
白
い
。
私
の
知
る

限
り
、
こ
う
い
う
コ
ン
ペ
は
ほ
か
に

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
独
自
性
に
つ

い
て
は
、
田
中
氏
も
別
の
視
点
か
ら

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
「
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、ふ
た
つ

の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。ひ
と
つ

は
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
Ｓ

Ｆ
世
界
を
描
い
た
作
品
、も
う
ひ
と
つ

は
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
よ
う
な
感

覚
で
自
分
た
ち
の
生
活
環
境
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
作
品
で
す
。

両
方
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
多
様

性
の
あ
る
提
案
を
生
み
出
せ
ま
す
の

で
、そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
未
来
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
作

品
を
毎
年
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
」

　

田
中
氏
は
こ
の
あ
と
、「
東
芝
エ
レ

ベ
ー
タ
と
し
て
は
、
こ
の
ふ
た
つ
の

エ
ッ
セ
ン
ス

│
つ
ま
り
、
ハ
イ
テ

ク
指
向
と
ま
ち
づ
く
り
指
向
を
ど
う

と
ら
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ

う
か
」と
質
問
し
、そ
れ
に
対
し
て
吉

次
は
、
主
催
者
の
立
場
か
ら
次
の
よ

う
に
答
え
た
。

　
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
は
本
来
、

都
市
全
体
を
扱
い
ま
せ
ん
の
で
、当
初

は
技
術
的
な
側
面
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
東
芝
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と

し
て
、省
エ
ネ
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
考

慮
に
入
れ
た
、ビ
ル
の
設
備
な
ど
に
関

す
る
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事

業
に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

か
ら
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
と
し

て
の
技
術
的
な
側
面
だ
け
に
特
化
す

る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
現
在
で
は
ビ
ル
全
体
を
視
野
に

入
れ
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら

に
そ
の
先
を
考
え
て
い
く
と
、徐
々
に

ま
ち
づ
く
り
に
近
づ
い
て
い
く
こ
と

に
も
な
り
ま
す
」

　

こ
の
意
見
を
受
け
た
形
で
、
今
村

氏
は
次
の
よ
う
に
言
葉
を
重
ね
た
。

　
「
そ
う
し
ま
す
と
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
、

ビ
ル
や
都
市
が
ど
う
変
わ
る
の
か
を

よ
り
踏
み
込
ん
で
提
案
し
て
も
ら
う

方
向
性
も
、
可
能
性
と
し
て
あ
り
そ

う
で
す
ね
」

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
基
点
に
す
え
て
、

未
来
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
も
ら
う
の
が

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
、

回
を
重
ね
る
な
か
で
、
そ
の
意
義
は

ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
き
て
い
る
。
次

回
は
ど
の
よ
う
な
作
品
が
登
場
す
る

の
か
、大
い
に
期
待
し
た
い
。

リ
サ
ー
チ
に
基
づ
い
た

提
案
内
容

　

こ
こ
数
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
内
容

を
見
て
み
る
と
、
開
始
当
初
に
見
ら

れ
た
、
と
て
も
実
現
で
き
そ
う
に
な

い
空
想
の
世
界
を
描
い
た
作
品
は
、

徐
々
に
減
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
と
は
対
照
的
に
次
第
に
増
え
て

き
た
の
が
、
し
っ
か
り
し
た
リ
サ
ー

チ
に
基
づ
く
提
案
で
あ
る
。
技
術
的

に
は
問
題
の
あ
る
個
所
が
ま
だ
多
い

も
の
の
、
も
し
あ
る
時
点
で
ブ
レ
イ

ク
ス
ル
ー
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
実

現
可
能
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
せ
る

作
品
が
増
え
て
き
て
い
る
の
は
、
頼

も
し
い
限
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

辛
島
氏
の
次
の
言
葉
に
端
的
に
表
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
「
以
前
は
突
拍
子
も
な
い
提
案
が

あ
り
ま
し
た
が
、今
回
は
、２
０
３
５

年
と
い
う
現
実
味
を
帯
び
た
近
未
来

に
対
す
る
提
案
を
求
め
た
こ
と
も
あ

り
、
高
齢
化
社
会
対
策
な
ど
、
あ
る

意
味
、
私
の
な
じ
ん
で
い
る
領
域
に

近
い
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
近
い
将

来
起
こ
り
う
る
現
実
を
よ
く
把
握
し
、

部
分
的
に
は
実
際
に
使
え
そ
う
な
提

案
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
」

　

こ
の
コ
メ
ン
ト
は
、
谷
口
氏
の
次

の
発
言
と
も
呼
応
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
「
今
年
の
テ
ー
マ
は
、私
自
身
の
専

門
と
も
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
の

で
、
非
常
に
興
味
深
く
応
募
作
品
を

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各

提
案
を
見
る
と
、
実
際
に
社
会
の
側

か
ら
の
要
請
が
反
映
さ
れ
て
い
て
、

メ
カ
ニ
カ
ル
な
点
で
も
、
提
案
内
容

か
ら
さ
ら
に
広
げ
ら
れ
る
可
能
性
を

感
じ
ま
し
た
。
私
は
、
具
体
的
な
地

域
を
設
定
し
て
応
募
し
て
も
ら
う
方

法
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
地
に

足
が
つ
き
、
実
現
可
能
性
の
高
い
提

案
内
容
も
多
く
、
様
々
な
タ
イ
プ
の

提
案
が
あ
る
も
の
だ
と
自
分
自
身
の

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
こ
れ

か
ら
の
研
究
に
つ
な
が
り
そ
う
な
ア

イ
デ
ア
も
豊
富
に
い
た
だ
け
た
と

思
っ
て
い
ま
す
」

コ
ン
テ
ス
ト
の
持
つ
方
向
性

　

以
前
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
り

合
っ
た
学
生
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て

応
募
し
て
き
た
例
が
あ
っ
た
が
、
今

回
も
大
学
や
学
部
が
異
な
り
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し
て

参
加
し
た
チ
ー
ム
が
見
ら
れ
た
。
そ

回
を
重
ね
て
第
８
回
と
な
っ
た
今
年
は
、高
齢
化
対
策
を
視
野
に
入
れ
、
地
に
足
の
つ
い
た
作
品
が
数
多
く
集
ま
っ
た
。

作
品
を
選
び
終
え
た
審
査
員
は
、
座
談
会
で
、
今
回
の
応
募
作
品
の
傾
向
と
コ
ン
テ
ス
ト
の
方
向
性
に
つ
い
て

語
り
合
っ
た
。

空
想
か
ら
、よ
り
現
実
感
を
伴
っ
た
未
来
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ

審 査 員 座 談 会

Round-
Table Talk審査員メンバー
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人
と
企
業
を
引
き
寄
せ
る

過
疎
の
町

　

Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
か
ら
車
で
40
〜
50
分
。

吉
野
川
の
支
流
・
鮎あ

く
い喰
川
沿
い
に
あ
る

神
山
町
は
、
一
面
の
ど
か
な
風
景
が
広

が
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
歩
足
を

踏
み
入
れ
る
と
、
そ
こ
に
は
都
会
の
若

者
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
相
次
い
で
移

住
し
、
現
在
11
社
の
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
が
拠
点
を
構
え
て
い
た
。
さ
ら

に
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
な
ど
の
大
手
Ｉ
Ｔ

企
業
の
社
員
が
短
期
滞
在
す
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
人
々
や
企
業

は
、
な
ぜ
神
山
町
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た

の
か
？　

そ
の
秘
密
を
探
っ
て
い
く
と
、

現
在
の
神
山
の
姿
を
形
成
す
る
う
え
で

主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー 

理
事
長
の
大

南
信
也
氏
に
た
ど
り
着
く
。

　
「
制
約
と
い
う
枠
を
つ
く
ら
な
か
っ

た
点
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
グ
リ
ー

ン
バ
レ
ー
は
こ
れ
ま
で『
ま
ず
や
っ
て

み
ろ
』
の
精
神
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

枠
を
な
く
す
と
、
様
々
な
人
が
町
に

入
っ
て
き
て
、
多
様
性
が
担
保
さ
れ
る
。

す
る
と
、
何
も
な
い
場
所
で
も
人
の
流

れ
が
生
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
人
と
人
と
の

新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い

き
ま
す
」
と
、
大
南
氏
は
大
ら
か
な
笑

顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。

地
域
で
循
環
す
る
仕
組
み
を

目
指
す

　

魅
力
的
な
大
南
氏
が
運
営
す
る
グ

リ
ー
ン
バ
レ
ー
の
活
動
も
ま
た
、
人
を

場の力で人を引き寄せ、                      
化学反応を起こす町

第5回 徳島県名西郡神山町

〝
と
が
っ
た
〞人
た
ち
は
、田
舎
社
会
の
よ
い
面
だ
け
で
な
く
、

自
由
度
の
あ
る
環
境
も
求
め
て
い
ま
す
。
神
山
で
は
、
移
住

者
を
選
別
す
る
か
わ
り
に
、移
住
者
と
一
緒
に
自
分
た
ち
も

変
わ
る
方
向
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。「
誰
で
も
来
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、自
分
た
ち
の〝
ル
ー
ル
〞に
従
っ
て
く
だ
さ
い
」

で
は
、〝
と
が
っ
た
〞人
た
ち
は
来
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

N
P
O
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー 

理
事
長

大
南 

信
也
氏　
お
お
み
な
み
・
し
ん
や

徳
島
市
と
隣
接
す
る
、
人
口

約
６
０
０
０
人
、
高
齢
化
率

約
46
％
の
典
型
的
な
過
疎
の

町
。
１
９
５
５
年
、
５
つ
の
村

が
合
併
し
て
誕
生
し
た
。
当
時

は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
林
業

が
盛
ん
で
、
ピ
ー
ク
時
の
人
口

は
２
万
を
超
え
て
い
た
が
、
林

業
の
衰
退
に
伴
っ
て
減
少
に

転
じ
、
今
も
減
り
続
け
て
い
る
。

２
０
０
５
年
に
は
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
熱
心
な
徳
島
県
知
事
の

主
導
で
、
神
山
町
に
も
高
速
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
が
整
備
さ
れ
た
。

特
産
品
は
ス
ダ
チ
、
梅
な
ど
で
、

な
か
で
も
ス
ダ
チ
は
日
本
一
の

生
産
量
を
、
梅
は
四
国
一
の
生

産
量
を
誇
る
。
地
元
有
志
の
協

働
に
よ
り
、
特
産
品
を
活
か
し

た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発

も
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

写
真
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確

立
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
の
数
々
。

◉
人
口
：
約
６
０
０
０
人

◉
面
積
：
１
７
３
・
３
１
㎢

【
徳
島
県
名み

ょ
う
ざ
い西
郡
神
山
町
】
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を
引
き
寄
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る

過
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駅
前
か
ら
車
で
40
〜
50
分
。
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野
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の
支
流
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沿
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に
あ
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面
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。
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踏
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Ｔ
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Ｔ
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っ
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Ｐ
Ｏ

法
人
グ
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理
事
長
の
大
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信
也
氏
に
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ど
り
着
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。
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制
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と
い
う
枠
を
つ
く
ら
な
か
っ

た
点
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
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グ
リ
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ン
バ
レ
ー
は
こ
れ
ま
で『
ま
ず
や
っ
て

み
ろ
』
の
精
神
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

枠
を
な
く
す
と
、
様
々
な
人
が
町
に

入
っ
て
き
て
、
多
様
性
が
担
保
さ
れ
る
。

す
る
と
、
何
も
な
い
場
所
で
も
人
の
流

れ
が
生
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
人
と
人
と
の

新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い

き
ま
す
」
と
、
大
南
氏
は
大
ら
か
な
笑

顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。

地
域
で
循
環
す
る
仕
組
み
を

目
指
す

　

魅
力
的
な
大
南
氏
が
運
営
す
る
グ

リ
ー
ン
バ
レ
ー
の
活
動
も
ま
た
、
人
を

2013年1月に完成したコワーキングスペース「神山バレー・サテライトオフィス・
コンプレックス」。オフィス空間はフリーアドレスで、薪ストーブが使われている。

神山町の里山の大粟山には、
KA IRで滞在したアーティ
ストの作品が数多く残され
ている。左の写真はスチュ
アート・フロスト（イギリス）
が2014年に2万枚以上の
竹の板で制作した「おくり」。
下の写真はこの作品の一部
で、まるでこの竹製の釣鐘を
叩く棒のように近くに配置
されている。

引
き
寄
せ
る
魅
力
に
溢
れ
て
い
る
。

　

当
初
は
、
多
数
の
応
募
者
の
な
か
か

ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
３
名
を
選
抜
し
、
一

定
期
間
招
聘
す
る「
神
山
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス（
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｒ
）」

と
、
沿
道
の
住
民
が
各
自
の
担
当
区
間

の
道
路
を
清
掃
す
る「
ア
ド
プ
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
す

る
と
、
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｒ
の
落
選
者
の
な
か
か

ら「
制
作
環
境
が
あ
れ
ば
、
自
費
で
滞

在
し
た
い
」と
希
望
す
る
人
々
が
現
れ
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
滞
在
を
支
援
す
る

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
神
山
」
を
開

始
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
グ
リ
ー
ン
バ

レ
ー
は
町
役
場
か
ら
移
住
交
流
支
援
セ

ン
タ
ー
の
運
営
を
受
託
し
、
移
住
を
支

援
す
る「
ワ
ー
ク
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」

を
開
始
し
た
。

　

ワ
ー
ク
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
ユ

ニ
ー
ク
な
点
は
、
住
民
が
移
住
希
望
者

を
選
別
す
る
制
度
に
あ
る
。「
神
山
に

は
職
が
な
い
の
で
、
手
に
職
を
持
つ
人

や
起
業
家
な
ど
、
将
来
の
神
山
に
必
要

な
人
に
移
住
し
て
も
ら
お
う
と
考
え

た
」（
大
南
氏
）
の
だ
。
こ
う
し
て
ク
リ

エ
イ
タ
ー
や
町
に
店
を
開
く
人
な
ど

が
増
え
始
め
、
町
に
サ
ー
ビ
ス
産
業
が

育
っ
て
き
た
。ま
た
、Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
で
き

始
め
た
の
も
、
移
住
者
が
増
え
始
め
た

時
期
と
重
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
雇
用
も

誕
生
し
て
い
る
。

　

グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
は
今
後
、
有
機
農

業
希
望
者
の
移
住
を
意
識
的
に
進
め
、

耕
作
放
棄
地
で
有
機
農
産
物
を
栽
培
し

て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い
る
。
最
近
店

を
開
い
た
移
住
者
の
多
く
は
、
有
機
農

産
物
の
地
産
地
消
を
志
向
し
、
あ
と
数

軒
こ
う
し
た
店
が
で
き
れ
ば
、
町
内
で

循
環
す
る
仕
組
み
が
完
成
す
る
か
ら
だ
。

　
「
地
方
経
済
の〝
本
丸
〞と
い
え
ば
第

一
次
産
業
で
す
。こ
れ
ま
で
は
、つ
く
っ

た
農
産
物
を
大
都
市
圏
に
出
荷
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
で
は
地
方
は
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
下
請
け
体
質
か
ら
脱
却
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地
域
で
循
環
す

る
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
地
域
に
サ
ー

ビ
ス
産
業
が
育
ち
、
農
業
の
復
興
に
も

つ
な
が
る
。
僕
ら
が〝
本
丸
〞
の
復
興

と
は
無
関
係
な
活
動
か
ら
始
め
て
、
最

終
的
に
こ
れ
に
つ
な
げ
ら
れ
る
の
も
、

ひ
と
え
に
人
の
流
れ
を
起
こ
せ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
」（
大
南
氏
）

　

も
っ
と
も
、
大
都
市
に
住
む
人
々
を

田
舎
に
引
き
寄
せ
る
の
は
簡
単
で
は
な

い
。
田
舎
に
は
一
般
的
に
地
域
固
有
の

〝
ル
ー
ル
〞が
あ
り
、
そ
れ
が
嫌
で
田
舎

を
飛
び
出
す
人
も
多
い
か
ら
だ
。

　
「
僕
自
身
、
田
舎
社
会
の
窮
屈
さ
が

嫌
で
、
す
き
間
を
つ
く
る
た
め
に
活
動

を
続
け
て
き
た
面
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
す
き
間
が
、
移
住
者
に
も
Ｉ
Ｔ
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
に
も
心
地
よ
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
急
激
に
変
化
さ
せ
る

と
、
そ
れ
に
つ
い
て
い
け
な
い
地
元
住

民
が
出
て
き
ま
す
か
ら
、
少
し
ず
つ
変

化
さ
せ
る
の
が
重
要
で
す
」（
大
南
氏
）

　

地
元
住
民
に
配
慮
し
、
時
間
を
か
け

て
小
さ
な
変
化
を
積
み
重
ね
て
き
た
グ

リ
ー
ン
バ
レ
ー
の
事
例
が
、
神
山
町
と

同
じ
問
題
に
悩
む
地
域
に
と
っ
て
大
き

な
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 場の力で人を引き寄せ、                      

化学反応を起こす町
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よ
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面
だ
け
で
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く
、
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由
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の
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も
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ま
す
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で
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移
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か
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り
に
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と
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緒
に
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た
ち
も

変
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る
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で
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ま
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誰
で
も
来
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く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、自
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ル
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ル
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従
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く
だ
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」

で
は
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と
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た
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は
来
な
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と
思
い
ま
す
よ
。

N
P
O
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー 

理
事
長

大
南 

信
也
氏　
お
お
み
な
み
・
し
ん
や

アドプト・プログラムの標識と参加した住民の方々。清掃活動
は2カ月に1回の頻度で行う。ちなみに、アドプト・プログラム
を日本で初めて導入したのは神山町。

徳
島
市
と
隣
接
す
る
、
人
口

約
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人
、
高
齢
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率

約
46
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の
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的
な
過
疎
の

町
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５
５
年
、
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つ
の
村

が
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た
。
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は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
林
業

が
盛
ん
で
、
ピ
ー
ク
時
の
人
口

は
２
万
を
超
え
て
い
た
が
、
林

業
の
衰
退
に
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に
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で
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に
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速
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バ
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た
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特
産
品
は
ス
ダ
チ
、
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な
ど
で
、

な
か
で
も
ス
ダ
チ
は
日
本
一
の

生
産
量
を
、
梅
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四
国
一
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生

産
量
を
誇
る
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地
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有
志
の
協

働
に
よ
り
、
特
産
品
を
活
か
し

た
地
域
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ド
商
品
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発

も
積
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に
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い
る
。
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真
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、
地
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ブ
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を
確
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め
に
開
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レ
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数
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人
口
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約
６
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０
０
人

◉
面
積
：
１
７
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・
３
１
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【
徳
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県
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ょ
う
ざ
い西
郡
神
山
町
】

神山の代表的なサテライト
オフィス「えんがわオフィス」。
株式会社プラットイーズが
古い空き家を取得して改
修した。地元住民が縁側で
くつろぐ姿もたまに見られ
るという。

藻谷浩介の
ここがポイント !

神
山
町
の
受
け
入
れ
体
制
は
し
っ
か
り
し
て
お
り
、

移
り
住
ん
だ
都
会
出
身
の
若
者
は
、
農
作
業
な
ど
を

通
じ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
溶
け
込
み
つ
つ
、
田

舎
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
に
は

転
入
超
過
と
な
り
、
観
光
地
で
も
別
荘
地
で
も
な
い

過
疎
の
山
村
と
し
て
は
稀
有
な
こ
と
で
す
。

も
た
に
・
こ
う
す
け
◉
日
本
総
合
研
究
所 

主
席

研
究
員
。
日
本
の
全
市
町
村
を
訪
問
し
、
地

域
特
性
を
多
面
的
に
把
握
。
登
壇
・
出
演
・
寄

稿
等
は
年
間
１
３
０
０
件
を
超
え
る
。
著
書

に『
里
山
資
本
主
義
』『
し
な
や
か
な
日
本
列

島
の
つ
く
り
か
た
』な
ど
。



「
イ
ル
ロ
ー
ザ
」
の

徳

島

県

　
「
ゆ
ず
の
王
様
」
と
い
わ
れ
る

木
頭
ゆ
ず
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
た
の
が
こ
の「
木
頭
ゆ
ず
の

ケ
ー
キ
」で
す
。
特
徴
は
ふ
ん
わ

り
と
し
た
食
感
と
、食
べ
た
時
に

口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
爽
や
か

な
香
り
。
そ
し
て
、な
ん
と
い
っ

て
も
、木
で
熟
さ
れ
た
木
頭
ゆ
ず

な
ら
で
は
の
優
し
い
酸
味
で
す
。

　

現
在
で
は
、徳
島
県
の
名
菓
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、誕
生

ま
で
の
道
の
り
は
試
行
錯
誤
の

連
続
で
し
た
。
徳
島
県
那な
か
ち
ょ
う

賀
町

木
頭
地
区
出
身
で
、
株
式
会
社

昌
栄 

代
表
取
締
役
社
長
の
岡
田

昌
夫
氏
の
「
地
域
に
根
ざ
し
た

お
菓
子
を
つ
く
り
た
い
」と
の
思

い
か
ら
、開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
初
は
、焼
き
上
げ
た
生
地
の

な
か
に
木
頭
ゆ
ず
の
ジ
ャ
ム
を

注
入
す
る
方
式
で
つ
く
っ
て
い

ま
し
た
が
、焼
き
上
が
っ
た
生
地

の
温
度
に
よ
っ
て
、
ジ
ャ
ム
が

う
ま
く
入
ら
な
か
っ
た
り
、
と

ろ
け
て
出
て
き
て
し
ま
っ
た
り

と
苦
労
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
発
想
を
変
え
て
、
ジ
ャ

ム
を
生
地
に
練
り
込
ん
で
焼
く

方
式
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
現

在
の
ケ
ー
キ
で
す
が
、ま
だ
ま
だ

進
化
の
途
中
。
今
も
改
良
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
は
あ
り
ま

す
が
、
木
頭
ゆ
ず
を
使
用
し
た

ケ
ー
キ
を
つ
く
る
こ
と
で
、地
域

に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、地
域
の

人
、
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
、
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ

て
い
ま
す
」
と
語
る
岡
田
氏
の

も
う
ひ
と
つ
の
こ
だ
わ
り
は
、

着
色
剤
や
保
存
料
を
ま
っ
た
く

使
用
し
な
い
こ
と
で
す
。
自
然
の

素
材
を
大
切
に
し
た
も
の
を
届

け
た
い
と
い
う
思
い
が
、「
木
頭

ゆ
ず
の
ケ
ー
キ
」
の
味
に
も
、

し
っ
か
り
と
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
特
定
原
材
料
】
　
乳
、卵
、小
麦

木
頭
ゆ
ず

夏
と
冬
の
温
度
差
が
50
℃
も
あ
る

木
頭
地
区
で
育
っ
た
木
頭
ゆ
ず
は
、

1
9
7
7
年
に
朝
日
農
業
賞
を

受
賞
。ほ
か
の
ゆ
ず
よ
り
も
、香
り
、

酸
味
、甘
み
が
強
い
の
が
特
徴
。

※イルローザは、徳島県を中心に全24店舗ある洋菓子店で、株式会社 昌栄が運営しています。

徳島から皆さまのもとに
お届けします。

http://shop.ilrosa.jp/

岡田 昌夫氏
おかだ・まさお

株式会社 昌栄
代表取締役社長

木頭地区出身の人から、
「地元の心を忘れてい
ないね」と声をかけて
もらえるのが、とても
嬉しいです。

奥田 陽香氏
おくだ・はるか

株式会社 昌栄
営業部 企画課

鳴門金時、スダチ、梅、
和三盆など地元の果物、
素材を使ったお菓子を、
季節に合わせてご用意
しています。

ど
こ
か
昭
和
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
優
し
い

味
わ
い
で
す
。
ゆ
ず
を
ジ
ャ
ム

に
し
た
こ
と
で
、
日
本
茶
だ
け

で
な
く
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
や

ミ
ル
ク
、
さ
ら
に
は
最
近
注
目

の
日
本
の
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
に

も
合
い
ま
す
か
ら
、
世
代
を
超

え
て
楽
し
め
ま
す
ね
。

プ
ロ
か
ら
、
ひ
と
言
！

か
み
む
ら
・
や
す
こ

フ
ー
ド
・
ア
イ
代
表
。
企
業
や
レ

ス
ト
ラ
ン
の
フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
、
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
長

年
従
事
し
、新
聞
、雑
誌
、講
演
会

な
ど
で
も
活
躍
。
著
書
や
監
修
本

は
60
冊
以
上
あ
る
。
簡
単
で
ヘ
ル

シ
ー
な
料
理
提
案
と
親
し
み
や
す

い
解
説
で
人
気
を
得
て
い
る
。

料
理
研
究
家
／

フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

上
村 

泰
子
氏

第
１
回

ここが
ポイント

体 に 優 し い 素 材 を 厳 選 ！


